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明けましておめでとうございます。今年から伝統ある国際

病理アカデミー（IAP）日本支部の会長を拝命することにな

りました。大変光栄でありますとともにその責任の重さに身

が引き締まる思いでございます。IAP 日本支部の発展、ひい

ては日本の病理学の発展に少しでもお役に立てれば幸いと思

います。以下に、新年号（2016 年第 1 号）の巻頭言として、

拙文ではございますが、ご挨拶も兼ねて、IAP 日本支部のこれからについて述べて

みたいと思います。

＜ IAP は国際的な学術団体＞

国際病理アカデミー（IAP）の最も大きな特徴は、何と言っても世界的規模の学

術団体であることです。本部のホームページを覗いてみますと、IAP の支部ないし

は関連団体が各国に計 56 もあります。世界の国の数が 196 か国ですので、IAP が

いかに地球規模のグローバルな団体であるかがわかります。中でも、米国・カナダ

支部（United States & Canadian Division）は最大の支部で、会員数が 5300 名を

超えます。毎年、春に開催される学術集会（通称 USCAP）は、多くの国から有名

な病理医が集まり、まさに「外科病理学の大伽藍」といえる感があります。私自身

も研究領域の発表もさることながら、国外の研究者や友人たちにお会いすることを

楽しみにしています。次に大きい支部は、ドイツ支部です（会員数は 2300 余名）。

ドイツ支部は、本年の 9 月に IAP 国際会議とヨーロッパ病理学会との合同会議を

ドイツのケルン（コロン）で開催します。IS やテロの問題があって、ヨーロッパに

は行き難い雰囲気がありますが、せっかくの 2 年に 1 度の国際会議ですので、目を

つむって参加しようと思っています。さらに、英国支部は 1700 名、スペイン、フ

ランス、ブラジルなどの各支部も 1000 名を優に超える会員数を有しています。ひ

るがえって IAP 日本支部はというと、現在の会員数が約 700 余名です。この数字

は日本全体の病理医の数からすれば、もっともっと増えても良いかもしれませんね。

もちろん、会員数だけで支部の実力を評価できるものではありませんが、IAP 日本

支部の活動を一般の病理医の方々により理解していただくように努力していきたい

と思います。また、現在の活動を充実させることとともに、将来的に行う新たな企

画などについても、役員、事務局が一丸となって知恵を絞っていきたいと考えてお

ります。

＜国際感覚を持った病理医育成＞

IAP の活動目的は、「病理学 / 病理診断学の教育」ですが、その中には「国際的

な視野を持った病理医を育成する」という課題が含まれています。数年前まで行わ

新たな年を迎えて
国際病理アカデミー（IAP）日本支部・会長　加藤良平
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れていた外国人講師による「湘南セミナー」は、私が病理診

断学における国際性をより意識する上ではとても有用な体験

でした。残念ながら経済的な理由で、湘南セミナーは終了し

てしまいましたが、今でも懐かしい思い出です。現在の IAP

日本支部では、台湾支部、韓国支部との合同カンファレンス

が毎年交互に行なっています。このカンファレンスは台湾と

韓国の病理医との症例診断を通した交流会ですが、病理診断

学においては両国のレベルはかなり高いと思います。会員の

皆さまもこのような会に出席して、是非とも海外の病理診断

能力を感じ取っていただきたいと思います。一方、米国、カ

ナダ支部の IAP 学術集会（USCAP）では、日本支部主催で

「ジャパンナイト」を開催しています。この会には、日本か

ら参加した病理医とともに海外在住の日本人病理医も多数集

まり、和気藹々の雰囲気の中で親交を深めています。さらに、

近年では、日本病理学会との共催事業として、アジア各国の

支部から 5 名の病理医を招待するプログラムが動き始めまし

た。IAP 日本支部としても、日本病理学会におけるアジア各

国との交流を積極的にバックアップしていきたいと思います。

このように、IAP 日本支部は海外支部との交流を深め、もっ

て「国際性を持った病理医の育成」が大きな使命と考えてい

ます。

＜ IAP 日本支部の新しい体制＞

今年から日本支部の体制が新しくなりました。まず、常任

幹事（Secretary-treasurer）は IAP 日本支部の要ともいえる

大事な役職ですが、九州大学の小田義直先生に引き受けてい

ただくことになりました。同時に、今年からは福岡事務局（常

任幹事：小田義直先生、秘書：魚返有里さん）とともに東京

にも東京事務局（補佐：松原修先生、局員：大谷茉子さん）

を置くことになりました。多岐にわたる事務局業務を分担し

ていただくことで、支部会員の情報管理（今の時代は大変重

要ですね）やその他の事務的業務の迅速化、業務の継続性な

どが図れるものと思います。一方、毎年秋に教育セミナー（シ

ンポジウム、スライドセミナー）を開催していますが、この

事業を中心になって運営する教育委員会の委員長（教育担当）

には、長尾俊孝先生（東京医大）にお願いすることになりま

した。教育セミナーは IAP 日本支部の重要な活動ですので、

教育委員会の委員の方たちとともに IAP 役員が一丸となって

その運営、企画に参加していきたいと思っています。なお、

諸経費高騰のおり、今年から支部会費と教育セミナー参加費

を少し値上げせざるを得なくなりました。その分、会員サー

ビスを向上させ、入会や教育セミナーの申し込みなど、前に

も増してホームページを利用しやすく改善するつもりです。

さらに、教育セミナーではハンドアウトの充実（カラー写真

化）、バーチャルスライドの使用などに加えて、いくつか新

しい企画などを加えて、より良い運営を目指したいと思いま

す。また、今年から新しい理事として、久岡正典先生（産業

医大）と羽賀博典先生（京大）が選出されましたし、合同会

議実行委員会（委員長は都築豊徳先生：名古屋第二赤十字病

院）と米国交流委員会（委員長は Mari Mino-Kenudson 先生：

Mass. General Hospital, Boston）が新設されました。

思いつくままに述べてきましたが、役員、事務局の方々と

ともに、力を合わせて IAP 日本支部を盛り上げていく所存に

ございます。何卒、会員の皆様の変わらぬご支援、ご協力の

ほど宜しくお願い申しあげます。

日時：2015（平成 27）年 11 月 7 日（土）

場所： 三井住友海上駿河台新館 TKP

ガーデンシティ御茶ノ水

第 61 回日本病理学会秋期特別総会に続き、11 月 7 日土曜

日に三井住友海上駿河台新館 TKP ガーデンシティ御茶ノ水

において、2015 年度の病理学教育セミナーが開催されました。

今回は東京都内でしかもアクセスが大変良い場所である上に、

快適なビルの会議室を貸し切って行ったことにより過去数年

間では最多の参加者となりました。例年ですと運営も大学の

教員の先生方とアルバイト学生にお願いしていたのですが、

今年は秋の病理学会と連動して石川先生の采配で学会サービ

スを導入し、比較的スムーズに行えたのではないかと思いま

す。

午前中の教育シンポジウムは婦人科腫瘍病理がテーマであ

り、三上先生と清川先生がモデレーターとなり、2014 年に改

訂されたばかりの婦人科腫瘍新 WHO 分類に関する講演を、

日本を代表する演者の先生方に行ってもらいました。今回

456 名（会員 253 人、非会員 203 人）と多数の方に参加して

いただき大盛況でした。広めの部屋を会場として用意し、椅

子もシアター形式として多数の方に参加していただけるよう

準備していたのですが、想定外の多数の方に参加していただ

いたため、会場の通路や、会場外にも椅子を設けて聴講して

いただくことになり御迷惑をおかけしてしまいました。また

ハンドアウトも売り切れてしまい、一部の方には行き渡らず

2015 年度の病理学
教育セミナー開催される

会場ビル玄関、病理学教育セミナーの看板
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に大変申し訳ございませんでした。なお来年からは専門医単

位の関係から教育シンポジウムを病理診断講習会に改編し、

領域別単位 2 単位が取得できるように手続きを行っています。

さらに今年までは当日受付でしたが、来年からは午後のスラ

イドセミナー同様に Web での事前受付となりますので御注

意下さい。詳細が決まり次第 IAP 日本支部のホームページや

Bulletin などで案内させていただきます。

午後のスライドセミナーでも 433 名もの方に受講していた

だき、受講コース数はのべ 796 コースと、盛況のうちに終了

いたしました。シンポジウムのモデレーター、演者、ならび

にスライドセミナーの講師の先生方にはご協力いただきまし

て深く感謝申し上げます。

教育シンポジウム 　9：00-11：45
テーマ： 婦人科腫瘍におけるパラダイムシフト

－新WHO（2014）分類を読み解く－

モデレーター： 三上芳喜

（熊本大学医学部附属病院病理診断科）

清川貴子（東京慈恵会医科大学病理学講座）

演者：

1． 三上芳喜（熊本大学医学部附属病院病理診断科）

子宮頸部腫瘍

2． 柳井広之（岡山大学病院病理診断科）

子宮体部腫瘍

3． 清川貴子（東京慈恵会医科大学病理学講座）

卵巣腫瘍－分類の概要と漿液性腺癌

4． 森谷鈴子（滋賀医科大学附属病院病理部）

卵巣腫瘍－卵巣粘液性腫瘍と seromucinoustumor

教育シンポジウムの合間には病理診断学術奨励賞の授賞式

が行われました。

支部総会 12：00-13：00

スライドセミナー 　

1時限目 13：15-15：15

*A-1 胃の腫瘍と腫瘍様病変
九嶋 亮治（滋賀医科大学医学部附属病院病理診断科）

B-1 新 WHO 分類にもとづく乳腺腫瘍の病理診断
市原 周（国立病院機構名古屋医療センター病理診断科）

C-1 臨床に役立つ泌尿器（腎・尿路）の病理
都築 豊徳（名古屋第二赤十字病院病理診断科）

D-1 軟部腫瘍の病理－新 WHO 組織分類をふまえて－
久岡 正典（産業医科大学医学部第一病理学講座）

2 時限目 15：30-17：30

*A-2 免疫染色診断学の基礎と応用
伊藤 智雄（神戸大学医学部附属病院病理部病理診断科）

B-2 悪性リンパ腫の病理
中村 直哉（東海大学医学部基盤診療学系病理診断学）

C-2

肺癌の病理
野口 雅之（筑波大学大学院人間総合科学研究科診断病理
学研究室）
石川 雄一（公益財団法人がん研究会がん研究所病理部）

D-2 口腔病理
小川 郁子（広島大学病院口腔検査センター）

昨年から従来の DVD に代わってバーチャルスライドを

web 上で公開することになりました。昨年は一部の方でバー

チャルスライドがうまく閲覧できないトラブルがありました

が、今年は何も苦情が寄せられていませんので順調であった

のではないかと思います。さて、今回をもちまして久岡先生

（軟部腫瘍の病理）、高田・小川先生（口腔病理）のスライド

セミナーが終了となりました、3 年間どうもありがとうござ

いました。一方で今回は新規のコースが 2 つ（九嶋先生、伊

藤先生）あり、さらに次回は 2 つの新規コースがスタートす

る予定です。皆様にとりまして、病理診断能力の向上に役立

ち受講して良かったと思われるようなコースを企画したいと

思いますので、次回も奮ってご参加くださいますようお願い

いたします。今後は3年間の講演が終了したコースのバーチャ

教育シンポジウム、清川貴子先生の講演

教育シンポジウム会場、満員の聴講者

スライドセミナー、伊藤智雄先生の講演
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ルスライドを会員の皆様に順次公開していく予定です。詳細

は追ってお知らせいたします。

2016 年度の IAP 日本支部教育セミナーは金沢で開催の予

定です。開催場所は金沢大学を想定しており、金沢医大・野

島教授と金沢大・原田教授にお世話になる予定です。皆様に

ご参加いただきやすいように講義室の部屋の配置などを工夫

してまいりますので、多数の方々のご参加をお願い申し上げ

ます。

＊第 3回理事会
日　時：2015 年 11 月 5 日（木）12 時 30 分～ 13 時 30 分

場　所：東京大学山上会館

出席者： 石川、岩崎、岩下、小田、長村、加藤、清川、黒田、

白石、内藤、中谷、長尾、根本、橋本、廣瀬、松原、

森谷、吉野、大谷（事務局）

欠席者：牛込、都築、諸星

＊第 55 回総会
日　時：2015 年 11 月 7 日（土）12 時 00 分～ 12 時 30 分

場　所：TKP ガーデンシティ御茶ノ水　3F

出席者：141 名　 欠席委任状：216 名（会員 768 名中 46%）

議　題
報告事項
1．庶務報告

・第 55 回総会について

・会員関係（新入会員および会費納入状況について）

2．学会報告

・ 第 104 回 USCAP Annual Meeting

（2015 年 3 月 21 日 -27 日，Boston, MA, USA）

・ 第 3 回 Pacific Pathology Symposium

（2015 年 5 月 8-9 日，Suva, Fiji）

・ 第 9 回 APIAP

（2015 年 6 月 4-7 日，Brisbane, Queensland, Australia）

・ 第 14 回日韓合同スライドカンファレンス

（2015 年 10 月 30-31 日，Seoul, Korea）

・ 2015 年 IAP 病理学教育セミナー

（2015 年 11 月 7 日，東京）

3．今後の開催予定国際会議・学術集会

・ 第 10 回 APSMI

（2015 年 11 月 20-22 日，Yogyakarta, Indonesia）

・ 第 105 回 USCAP Annual Meeting

（2016 年 3 月 12-18 日，Seattle, WA, USA）

・ 第 31 回 IAP Congress

（2016 年 9 月 24-30 日，Cologne, Germany）

・ 第 6 回日台合同スライドカンファレンス

（2016 年 10 月 14-15 日，ウィンク愛知 , 名古屋）

・ 2016 年 IAP 病理学教育セミナー

（2016 年 11 月 12 日（土），金沢 , 石川）

4．2015 年 News Bulletin 

5．2015 年 IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞について

6．その他

審議事項
1．次年度の理事・役員の改選

2．会費等値上げについて

3． シニア（終身）会員・ジュニア（若手）会員の新設に

ついて

4．会則の改訂

5．会計報告および予算案

・2014 年収支決算報告

・2016 年収支予算案

6．新規事業について

7．その他

平成 27 年 11 月 7 日開催の第 55 回 IAP 日本支部総会にお

いて，次のとおり一般会員の年会費の値上げ，および IAP 日

本支部病理学教育セミナーの受講料の改訂が決定されました。

かねてからの議案事項ではございましたが，20 年以上価格を

据え置いてきたことや，近年の学会活動が活発になったこと

等の改正理由をもとに，苦肉の決断をさせていただくことと

なりました。また，新たにシニア（終身）会員・ジュニア（若

手）会員の会員種別を設けましたので各種お知らせするとと

もに，今回の決定につきまして皆様のご理解とご協力をお願

い申し上げます。

第 3回理事会・第 55 回総会

総会の様子

年会費、受講料値上げおよびシニア会員、
ジュニア会員の創設について（お知らせ）
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●一般会員

　（現行） 　（改訂後）

入会金 1,000 円 1,000 円

年会費 4,000 円 6,000 円

受講料

　教育シンポジウム会員 3,000 円 5,000 円

　　　　　　　　　非会員 4,000 円 8,000 円

　スライドセミナー会員 7,000 円 10,000 円

　　　　　　　　　非会員 12,000 円 15,000 円

●シニア（終身）会員

申請できる方：65 歳以上の希望者

終身会費　50,000 円、以降は会費納入を免除

スライドセミナー受講料は一般会員に準じます

特典として教育シンポジウムは無料で受講できます

●ジュニア（若手）会員

申請できる方：病理専門医資格未保持者

入会金 1,000 円

年会費 4,000 円

受講料

　教育シンポジウム 3,000 円

　スライドセミナー 5,000 円

* 会費、受講料の改定は平成 28 年 1 月 1 日から適用します

シニア・ジュニア会員申し込み方法
現会員

IAP 日本支部ホームページの「Membership」より申請書を

ダウンロードし、東京事務局までご郵送または Email にてご

提出ください。

* 現在すべての現会員は一般会員で登録しておりますが、申

請後に変更します。2016 年の会費をご入金する前にお手続き

頂ければ変更後の払込票をお送りします。

新たに会員になる方

IAP 日本支部ホームページの会員登録からご登録ください。

Web 申し込みにて会員種別を選択できます。

前会長　松原　修

10 月 30-31 日にソウルの Asan Medical Center（AMC）に

おいて日韓合同スライドカンファレンスが開催された。東京

に比べてやや肌寒いというか、大変寒いというべきだが、青

空の気持ちのよい天気であった。会場となった AMC という

のが、とてつもなく広大な病院で（毎日の外来患者数が 8 万人、

新患が 1 万人だそうです）、筑波の南先生とご一緒にタクシー

で AMC 玄関へ到着しても、構内の会場の Grand Auditorium

へたどり着けないという事態に。白衣を着ている職員と思し

き方に尋ねても分からないと。ふと見ると喫煙所で煙草をぷ

かりとふかしている帝京の今村先生を発見し、会場へ案内し

てもらいました。地下にある広い立派な講堂で、大勢が集ま

りました。学術プログラムをアーカイブの意味もあるのでこ

こに記録します。

Day 1：2015. 10. 30.（Friday）

Grand Auditorium of Asan Institute for Life Sciences,

Asan Medical Center, Seoul

13：00 ～ 13：45 AMC Tour は、Ms. Yamaguchi Naoi さん

の案内で見て回りました。病院の地下はあらゆるものを売っ

ているお店、デパートがずらりと並んでいました。

13：00 ～ 14：15 Registration

14：15 ～ 14：30 Ceremony：Opening remark by Yong 

Koo Park, M.D., Councilor, Korean Division of IAP

Welcome addresses by Changsuk Kang, M.D., President of 

the Korean Division of IAP, by Yukio Nakatani, M.D., 

President of the Japanese Division IAP

Introduction of Korean participants：Changsuk Kang, M.D.

Introduction of Japanese participants：Yukio Nakatani, M.D.

14：30 ～ 15：30 Part 1（4 cases, 2 cases each）

14：30 ～ 14：45  J-1

Moderator：  Masanor i  H isaoka ,  M.D . ,  Un iv .  o f 

Occupational and Environmental Health

（UOEH）, Kitakyushu

Submitter：  Kei Yabuki, M.D., Atsuji Matsuyama, 

M.D., and Masanori Hisaoka, M.D., UOEH, 

Kitakyushu

Discussant：  Do-yoon Park, M.D., Pusan National Univ., 

Busan

韓 国 側 の 診 断 は 胃 の Extremely well differentiated 

adenocarcinoma であった。日本側の解答はこの診断に加え

て Lanthanum-associated gastropathy であった。患者さんは

慢性腎不全があり、それによる高リン血症に対して

Lanthanum carbonate を服用していた。これは PI 2015；

65：33, AJSP 2015；39：767 に報告されている。一つ病気を

見つけて安心してはいけないという教訓的な症例。

14：45 ～ 15：00  K-3

Moderator：  Kyu Rae Kim, M.D., Asan Medical Center, 

Univ. of Ulsan, Seoul

Submitter：  Si-Hyung Jang, M.D., Soon Chun Hyang 

University Cheonan Hospital, Cheonan

Discussant：  Hiroyuki Yanai, M.D., Okayama Univ., 

第 14 回日韓合同スライド
カンファレンス開催される

The 14th Korean-Japanese Conjoint Slide Conference of 
International Academy of Pathology（IAP）の開催記録
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Okayama

日本側の診断は子宮頚部の Alveolar soft part sarcoma で、

韓国側の解答と一致した。IHC で、CD10-, RCC-, CK-, EMA-, 

TFE+, MyoD1+, PAS 反応で crystal を見ている。

15：00 ～ 15：15  J-2

Moderator：  Yukio Nakatani, M.D., Chiba University, 

Chiba

Submitter：  Shinsuke Shibuya, M.D. and Hironori 

Haga, M.D., Kyoto Univ., Kyoto

Discussant：  Ji Eun Kown, M.D., Ajou Univ. Hospital, 

Suwon

韓国側の診断は Leiomyosarcoma が一番考えられると。日

本 側 の 解 答 は Angiosarcoma で あ っ た。IHC で、CD31+, 

CD34+, ERG+, HMB-, HHV8- と発表された。

15：15-15：30  K-2

Moderator：  In Ae Park, M.D., Seoul National Univ., 

Seoul

Submitter：  Youngmee Kwon, M.D., National Cancer 

Center, Goyang

Discussant： Yuji Kozuka, M.D., Mie Univ., Tsu

日 本 側 の 診 断 は Intraductal papilloma vs papillary 

carcinoma が言われ、韓国側からは Intracystic papillary 

carcinoma, low grade, basal-like subtype と 話 さ れ た。

Submit された標本以外にも腫瘍があり、韓国側はそれとは

連続性がないと主張したが、どうも連続しているようであり、

意見の一致をみなかった。

15：30 ～ 16：00 Coffee break and Poster Presentation

16：00 ～ 17：00 Part 2（4 cases, 2 cases each）

16：00 ～ 16：15  J-3

Moderator：  Osamu Matsubara ,  M.D. ,  Japanese 

Foundation for Cancer Research, Tokyo

Submitter：  Akiteru Goto, M.D., Daichi Maeda, M.D. 

and Masato Sageshima, M.D., Akita Univ., 

Akita

Discussant：   Haeryoung Kim, M.D., Seoul National 

Univ. Bundang Hospital, Seongnam

韓国側の診断は Idiopathic mesenteric phlebosclerosis で、

日本側も同じ答えでした。韓国側の発表で岩下明徳先生の

Dis Colon Rectum 2003；46：209 を引用してくれたのは嬉し

いことでした。なお、submit された後藤先生が急用のため松

原が後藤先生の作成された PowerPoint を代理で発表した。

16：15 ～ 16：30  K-1

Moderator：  Joon Mee, Kim, M.D., Inha Univ. Hospital, 

Incheon

Submitter：  Jihoon Kim, M.D., Asan Medical Center, 

Univ. of Ulsan, Seoul

Discussant：  Hidetaka Yamamoto, M.D., Kyushu Univ., 

Fukuoka

日本側の診断は Small cell neuroendocrine carcinoma with 

pleomorphic giant cells で あ っ た が、 韓 国 側 は Ewing 

sarcoma/primitive neuroectodermal tumor との診断であっ

た。CD99+, CGA+, synaptophysin+, CD56+, FLI-1+, CK に

少し染まり、EWS-FLI1 fusion が泳動で証明されたというの

が根拠であった。IHC 陽性の根拠は小細胞癌でも陽性であり、

EWS-FLI1 fusion だけが有力なものである。FISH で証明し

ないとコンタミの可能性もあるとの議論があった。

16：30 ～ 16：45  J-4

Moderator：  Yoshinao Oda, M.D., Kyushu Univ. , 

Fukuoka

Submitter：  H i r o f um i  B ekk i ,  M .D . ,  H i d e t a k a 

Yamamoto, M.D., Kenichi Kohashi, M.D., 

Yoshihiro Matsumoto, M.D., and Yoshinao 

Oda , M.D., Kyushu Univ., Fukuoka

Discussant：  Joon Seon Song, M.D. and Se Jin Jang, 

M.D. Asan Medical Center, Univ. of 

Ulsan, Seoul

韓 国 側 の 診 断 は Solitary fibrous tumor induced osteo-

malacia であった。日本側からは Phosphaturic mesenchymal 

tumor with tumor induced osteomalacia との解答であった。

Fibroblast growth factor 23（FGF23） に 陽 性 で、FN1-

FGFR1 fusion gene が陽性であったと報告した。骨原発の珍

しい症例で、WHO2013 分類 p211-212 の Folpe AL の記載が

参考になる。

16：45 ～ 17：00  K-4

Moderator：  Shin Kwang Khang, M.D., Asan Medical 

Center, Univ. of Ulsan, Seoul

Submitter：  Seokhwi Kim, M.D., and Yeon-lim Suh, 

M.D., Ph.D., Samsung Medical Center, . 

Sungkyunkwan Univ., Seoul

Discussant：  Takanori Hirose, M.D., Kobe Univ., Kobe

日本側の診断は Langerhas cell histiocytosis であったが、

韓国側の解答は LCH と Erdheim-Chester 病の合併例である

と。Langerhans 細胞は S-100, CD1a に陽性で CD68 に陰性で

あり、ECD で増殖する細胞は S-100- で、CD68 に陽性とか。

ECD 例は極めて稀で、LCH との合併が約 10%に見られると

いう。大変に診断の難しい症例であった。

以上、今回も大変良い症例が集まり、議論は深くまた勉強

になりました。単純な症例は submit されないようで、簡単

に診断がつきそうな時は何か裏がないかと深く考えないとい

けないようです。韓国側とぎすぎすした議論はなく、意見の

違いはあっても楽しいスライドカンファレンスでありました。
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この後、

17：00 ～ 18：00 Special Lecture

Chair：  Kun Young Kwon, M.D., Keimyung 

University Dongsan Medical Center, 

Daegu

Lecturer：   Joanne E. Yi, M.D., Mayo Clinic, Rochester, 

Minnesota, U.S.A.

“Update of Interstitial Lung Diseases in 2015 with 

Vignettes”

18：00 ～ 18：10 Photo time（この集合写真を Secretariat

でよく働いてくださった Dr. Seung-Mo Hong に送ってもら

いました）

18：10 ～ 19：00 Transfer to Ramada Seoul Hotel

19：00 ～ 21：00 Welcome Banquet at Ramada Seoul Hotel 

Grand Ballroom

Welcome Address： Eunsil Yu, M.D., Director General, the 

Korean Society of Pathologists.

Introduction of the Board Members of the Korean Society of 

Pathologists

なお、Registration fee は日本側が 5,000 円で、韓国側は

100,000（110,000 onsite）ウォンで、City tour には 3,000 円支

払いました。

金沢医科大学臨床病理学　野島孝之

 J-1　70 y-o male, right loin

Moderator：Takehiko Yamaguchi, M.D., Dokkyo Medical 

University Koshigaya Hospital

Submitter：Atsuji Matsuyama, M.D. , University of 

Occupational and Environmental Health

Discussant：Joonhyuk Choi, M.D., Youngnam University

Final diagnosis：myxoid liposarcoma with pleomorphic 

features

 K-1　11 mo-boy, scrotum

Moderator：Anhi Lee, M.D., Seoul Medical Science Institute

Submitter：Sang Kyum Kim, M.D., Yonsei University

Discussant：Shigemi Ito, M.D. Miyagi Cancer Center

Final diagnosis：ectomesenchymoma

 J-2　46 y-o female, left thigh

Moderator：Makoto Kuroda, M.D., Fujita Health University

Submitter：Hiroaki Suzuki, M.D., Hokkaido Cancer Center

Discussant：Kyung Hee Kim, M.D., Chungnam University

Final diagnosis：dedifferentiated liposarcoma, low grade

 K-2　45 y-o male, omentum

Moderator：Kyibeom Lee,M.D., Ajou University

Submitter：Kyu Sang Lee, M.D., Seoul National University 

Bundang Hospital

Discussant：Hiroko Ikeda, M.D., Kanazawa University 

Hospital

Final diagnosis：composite hemangioendothelioma/ 

angiosarcoma

 J-3　44 y-o male, right thigh

Moderator：Fumihito Kikuchi, M.D., Fukujuji Hospital

Submitter：Anna Kobayashi, M.D., Hyogo Cancer Center

Discussant：Kyung-Jin Seo, M.D., Uijeongbu St. Mary’s 

hospital, The Catholic University of Korea

Final diagnosis：rhabdomyosarcoma with osteosarcomatous 

component

 K-3　69 y-o female, paraspine

Moderator：Young Chae Chu, M.D. Inha University

Submitter：Ga-Eon Kim, M.D., Chonnam National University 

Hostpital

Discussant：Mana Fukushima, M.D., Shinshu University 

Final diagnosis：sclerosing epithelioid fibrosarcoma

 J-4　62 y-o male, left buttock

Moderator：Takanori Hirose, M.D., Hyogo Cancer Center

Submitter：Hiroki Imada, M.D., Dokkyo Medical University 

Koshigaya Hospital

Discussant：Changyoung Yoo, M.D., St. Vincent Hospital, 

The Catholic University of Korea

Final diagnosis：sclerosing epithelioid fibrosarcoma

前会長　中谷行雄

参加者：30 名

このカンファランスも第 6 回を迎え、友好的かつリラック

スしたムードでの半日でしたが、難解な症例が多く、いつに

も増して discussion が盛り上がりました。

第11回日韓骨軟部腫瘍症例検討会の記録

第 6回日韓肺病理スライド
カンファランス
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 J-1 ：14-year-old girl, Lower tracheal mass

Moderator：Osamu Matsubara, Japanese Foundation for 

Cancer Research, Tokyo

Submitter：Hiroshi Minato, Kanazawa Medical University, 

Kanazawa

Discussant：Dong Hoon Shin, Pusan National University 

Yangsan Hospital, Yangsan

Diagnosis：Angiomatoid fibrous histiocytoma（EWSR1-CREB 

fusion gene+）

 K-1 ：42-year-old male, mediastinum

Moderator：Kun Young Kwon, Keimyung University 

Dongsan Medical Center, Daegu

Submitter：Yoon-La, Choi, Samsung Medical Center, 

Sungkyunkwan University, Seoul

Discussant：Morishige Takeshita, Fukuoka University, 

Fukuoka

Diagnosis：Myeloid sarcoma

 J-2 ：45-year-old male, lung

Moderator：Osamu Matsubara, Japanese Foundation for 

Cancer Research, Tokyo

Submitter：Masashi Kawamoto, University Hospital, 

Mizonoguchi, Teikyo University, Kanagawa

Discussant：Hyun Joo Lee, Kangbuk Samsung Hospital, 

Sungkyunkwan University, Seoul

Diagnosis：Pleuroparenchymal fibroelastosis+DAD

 K-2 ：67-year-old male, lung（left upper lobe）

Moderator：Soon-Hee Jung, Wonju Severance Christian 

Hospital, Yonsei University, Wonju

Submitter：Hyo Sup Shim, Yonsei University, Seoul

Discussant：Osamu Matsubara, Japanese Foundation for 

Cancer Research, Tokyo

Diagnosis：IgG4-related disease? ANCA-related disease?

（IgG4 髙値、MPO-ANCA 陽性、糸球体腎炎あり、肺病変に

明らかな血管炎はないがわずかに肉芽腫様変化が疑われる）

 J-3 ：70-year-old male, lung（right middle and lower lobes）

Moderator：Masayuki Noguchi, University of Tsukuba, 

Tsukuba

Submitter：Yuko Minami, NHO Ibarakihigashi National 

Hospital, Tokai

Discussant：Hae Sung Park, Gangnam Severance Hospital, 

Yosei University, Seoul

Diagnos is：Broncho l i th ias i s  + nodular  lymphoid 

hyperplasia? bronchobronchiolitis?（気管支内結石あり、末

梢肺の病変をリンパ増殖性疾患ととるか炎症性変化ととるか）

 K-3 ：60-year-old male, Anterior mediastinum

Moderator：Chang Hun Lee, Pusan National University, 

Busan

Submitter：Joon Seon Song, Asan Medical Center, 

University of Ulsan, Seoul

Discussant：Yoko Yonemori, Chiba University, Chiba

Diagnosis：Erdheim-Chester disease? （BRAF V600E 

mutation-）

理事　都築豊徳

 J-1 Kidney

Moderator： Toyonori Tsuzuki MD, Department of 

Pathology, Japanese Red Cross Nagoya Daini Hospital

Submitter： Hiroyuki Hayashi MD. Department of 

Pathology, National Kyushu Medical Center

Discussant： Woon Yong Jung,  MD, Cathol ic 

Kwandong University International St. Mary's Hospital, 

Incheon, Korea

Final diagnosis： Clear cell renal cell carcinoma and 

Clear cell papillary renal cell carcinoma

 K-1 Kidney

Moderator： Yeong Jin Choi, M.D. Seoul ST. Mary’

s Hospital, Catholic University, Seoul, Korea

Submitter： Sung Sun K im ,  M .D .  Chonnam 

National University Hospital, Gwangju, Korea

Discussant： Kuroda Naoto M.D., Japanese Red 

Cross Kochi Hospital, Japan

Final diagnosis： Carcinoid of the pelvis（Neuroendocrine 

tumor, G1）

 J-2 Bladder

Moderator： Taizo Shiraishi, M.D. Mie University, 

Japan

Submitter： Shun Sato M.D., Jikei University 

School of Medicine, Japan

Discussant： Young A Kim, M.D., Seoul National 

University Boramae Medical Center, Seoul, Korea

Tentative diagnosis： Malignant inflammatory 

myofibroblatic tumor

日韓泌尿器グループ症例検討会の総括
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組織由来と放射線治療による２次発癌の可能性が討議された。

 K-2 Scrotum

Moderator： Chan Choi, M.D., Chonnam National 

University Hospital, Gwangju, Korea

Submitter： Jung -Weon  Sh im ,  M .D . ,Ha l l ym 

University Dongtan Sacred Heart Hospital, Hwaseong, 

Korea

Discussant： Murata Shin-ichi M.D., Wakayama 

Medical University, Japan

Tentative diagnosis： Aggressive angiomyxoma

形態所見（浸潤性及び細胞所見）の妥当性が討議された。

 J-3 Prostate

Moderator： Hiroyuki  Takahashi  M.D. ,  J ike i 

University School of Medicine, Japan

Submitter： Uchida Katsunori, M.D., Mie University, 

Japan

Discussant： Young Min Kim M.D., Ulsan University 

Hospital, Ulsan, Korea

Tentative diagnosis：Stromal tumor unknown malignant 

potential

形態所見（浸潤性及び細胞所見）の妥当性が討議された。

 K-3 Testis

Moderator： Nam Hoon Cho ,  M.D. ,  Sevrance 

Hospital, Yonsei University, Seoul, Korea

Submitter： Ghee Young Kwon, M.D.,Samsung 

Medical Center, Sungkyunkwan University, Seoul, Korea

Discussant： Miyai Kousuke M.D.,National Defense 

Medical College, Japan

Final diagnosis： Mature teratoma

日韓泌尿器グループの今後の展望：

・今回は第一回目の開催であったが、非常に有益な会であり、

今後も継続する方向で確認された。

・今後の方向として、本会を単なる症例検討に留まらず、日

韓共同での研究を行うことで意見の一致を見た。

・日韓に留まらず、台湾やシンガポールまで含めたグループ

の輪を目指すことが確認された。

千葉大学大学院医学研究院　診断病理学　米盛葉子

2 日目の各臓器別に分かれた Slide conference が終了し、

アサンメディカルセンターのカフェテリアで昼食をとった後、

我々はツアーバスに乗り込んで、韓国 IAP の方々の御厚意で

計画された Half day Seoul tour に参加しました。半日で、何

か所も名所をめぐると聞き、ソウル観光が初めてだった私は

期待を胸にツアーバスに乗り込みました。まず訪れたのは北

村韓屋村 Bukchon です。北村は世界遺産チャンドックン（昌

徳宮）とギョンボックン（景福宮）の間にある町々のことで、

両宮殿の間にある地域と言う理由から朝鮮時代の高級官僚が

沢山住んでいたと言われ、ソウルの中では韓国の伝統家屋が

多く残っていて昔情緒あふれる場所です。工房や博物館など

が多く、他のエリアと比較すると、多くの民俗資料を保持し

ているため、都心の中の博物館とも呼ばれているそうです。

現在も普通に住宅として使用されていて、勝手に中を覗くこ

とは禁じられています。実際、道はおおむね狭く、坂道のアッ

プダウンも激しかったため、ヒールがある靴を履いていた私

はスニーカーを履いてこなかったことを後悔しました。また、

迷路のように入り組んだ複雑な道でしたので、容易に迷子に

なってしまいそうでしたので、先頭のガイドさんの列からは

ぐれないようにということだけは心がけながら、のんびり歩

きました。幸運なことに、この日は天気に恵まれ、晴れ渡る

青空の下で狭い小道を歩いていると、すぐに汗ばんでくるほ

どの陽気でした。「北村四景」といわれている高台から瓦屋

根が続く景色は、日本では見ることが無い情緒あふれるもの

で、日本でこれほどの古民家の瓦屋根を一面に見下ろせると

ころはないのではと思いました。

次に、景福宮 Gyeongbokgung Palace までバスで移動しま

した。景福宮は 1395 年に創建された朝鮮王朝の王宮で、景

福宮という名は「万年も輝く大きな福を示す宮殿」 という意

味を持つそうです。ソウル中心部のビル街の一角に存在し、

広大な敷地を有しています。構造は、概ね、北京の故宮を少

し小さくした感じで、宮殿の主な門と建物である光化門正門、

勤政殿正殿、思政殿便殿、康寧殿寝殿は、南北を軸 に直線上

に並んでおり、これらの主な建物に付属した建物は左右対称

となるよう配置されています。周りは四角く城郭を積み、東

Half day Seoul tour
景福宮Gyeongbokgung Palace

北村韓屋村Bukchon
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西南北には門を設けてあります。建築物はどれも鮮やかな色

彩で彩られ、美しく荘厳なものばかりでした。なかでも、日

本人の女性たちが興奮して観ていたスポットとしては、ドラ

マ『宮廷女官チャングムの誓い』の実際の舞台となった景福

宮の台所「焼厨房」であり、これは今年、100 年ぶりに復元

され、一部公開されていました。広い構内をずっとゆっくり

散歩し、青瓦台 大統領官邸 The Blue House までたどり着き、

その付近にあった青瓦台サランチェ（広報館）を訪れ、そこ

で皆休憩を取りました。

日中韓首脳会談を翌日に控え、ソウル市内はあちこちで警

察、機動隊による警戒態勢が敷かれ、いたるところで道路脇

には機動隊の車両が駐車しているため、ただでさえソウルは

夕方通勤ラッシュが有名なのですが、この日の夕方は尋常で

な い 混 雑 ぶ り で し た。 本 来 で あ れ ば、 南 大 門 市 場 

Namdaemun Market に寄って買い物ができるはずでしたが、

予定外の渋滞のため、市場めぐりは中止になり、非常に残念

でした。

短い時間で、これだけの観光地を効率よく廻ることができ

たのも、韓国 IAP の方々のお蔭だと思います。この場を借り

て、御礼申し上げます。

常任幹事　小田義直

日韓合同カンファレンスのレセプションは RAMADA ホテ

ルのバンケットルームで開催されました。ほとんどの先生方

は Asan Medidacal Center からホテルまで用意していただき

ましたバスでの移動となりましたが、週末の夕方ということ

もあり通常では 20 分程度の距離でしたが 1 時間程度かかっ

てしまいました。会場での席は VIP 席の他は、pulmonary, 

bone and soft tissue, genitourinay など翌日の臓器別合同カ

ンファレンスに関連したグループ別の席が設けられていまし

た。VIP 席では日韓 IAP の重鎮の先生方が旧知の交流をさら

に深められましたが、臓器別の席ではしばしば日本の先生た

ちの席と韓国の先生たちの席が別個になってしまうこともあ

り、特に若手の先生方は積極的に交流を深めていただきたい

ものだと思いました。料理は韓国料理と韓国料理を日本風に

アレンジしたものが、お酒は主に韓国の Max というビール

がメインに出され、どれも大変おいしくいただくことができ

ました。

アトラクションでは bone and soft tissue が専門の Park 先

生がピアノでクラシック音楽（曲名は忘れてしまいましたが）

を演奏し、皆聞き入っていました。Park 先生は 10 年くらい

前からピアノを趣味として始めたということですが、なかな

かの腕前で 5 年前に大邱で開催された韓国病理学会のレセプ

ションでもピアノの腕前を披露していたのを覚えています。

レセプション終了後は pulmonary や genitourinary の先生

方は日韓合同でグループ別に二次会に行ってカラオケなどで

盛り上がったということでした。

レセプション中に日韓の首脳陣で次回の合同カンファレン

スの打ち合わせが行われ、2017 年に神戸で開催することが内

定しました。また懸案となっていました日本、韓国、台湾の

合同カンファレンス開催についても韓国側も問題はないとの

ことでしたので、今後 3 か国合同カンファレンス開催に向け

てゆっくりと、まずできそうなことから詳細を詰めてゆくと

いうことで合意にいたりました。

第 61 回日本病理学会秋期特別総会 1 日目の夕方，IAP 日

本支部との共催でアジアの病理医を招き International Poster 

Session が開催された。インドネシアから Diah Rini Handjar, 

Maria Francisca Ham（共に Universitas Indonesia），タイか

ら Surapan Khunamornpong（Chiang Mai University）， 台

湾から杭仁釩（台北栄民総医院），中国から張秀鵬（中国医

科大学），金木蘭（首都医科大学附属北京朝陽医院），マレー

シアから Ewe Seng Ch’ng（Universiti Sains Malaysia），ミャ

ンマーから Swe Zin Myint（University of Medicine, Yangon）

の、6 か国 8 名の先生である。日本側の参加者と活発な討論

と国際色豊かな病理医の交流がなされ，最後に，石川雄一学

術集会長（IAP 日本支部常任幹事），宮園浩平学術集会長か

ら演者への表彰状が手渡された。

日韓合同カンファレンスレセプション

Park先生のベートーベンの曲の演奏

日本病理学会と International poster 
session が共催される

レセプションの様子、都築先生がスピーチ
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国際医療福祉大学　長村義之

第 10 回のアジア太平洋免疫組織化学・分子病理学会 Asia-

Pacific Societies for Molecular and Immunohistology(APSMI)

は、Gary Tse（香港）会長の下、インドネシアのジョグジャ

カルタにおいて第 18 回 Indonesian Association of Pathology

（INA-IAP）と合同で、昨年の 11 月 20 日から 22 日まで 3 日

間 開 催 さ れ、 大 盛 会 で あ っ た。APSMI は 第 10 回 の

Anniversaty meeting でもあったので、Founders の一人とし

て、出席した私も大変嬉しく思った次第である。プログラム

構成は、初日 11 月 20 日は、INA-IAP と APSMI が合同で開

催され、2 日目、3 日目はそれぞれ別々にセッションが進め

られた。プログラムは双方とも大変充実しており、成果の大

きい学会であったと確信している。今回も、IAP 日本支部の

会員の先生方が出席され、Keynote lecutre、シンポジウムな

どで講演され、学会の成功に貢献するとともに、私達の病理

の力量を示され大変頼もしく感じられた。また、学会が開催

されたジョクジャカルタは、ヒンドゥー教寺院プランバナン

寺院、仏教遺跡ボロブドゥールなど 9 世紀からの貴重な遺跡

の残る場所であり感銘を受けた。

APSMI は、下記に見られるように、故 Anthony Leong, 

Jiang Gu そして私が Founders として発足し 10 回を迎える

ことになり、大変嬉しく思っている。
1．2005 Beijing 2．2006 Bangkok 3．2007 Singapore

4．2008 Penang 5．2009 Shantou 6．2011 Sunway Malaysia

7．2012 Bali 8．2013 Bangkok 9．2014 Cebu

10．2015 Yogyakarta

Tony が存命であれば、さぞ喜んだのであろうと、返す返

すも残念に思う次第である。次年度から、台湾の Shi-Ming 

Jung が APSMI 会長として、リードされることになっている。

第 11 回も今年中に開催予定であり大いに楽しみにしている。

これまで APSMI の発展に寄与していただいた方々、特に

IAP 日本支部の先生方に心より感謝しています。

病理診断学術奨励賞は、病理診断領域において優れた英文

論文を発表した若手病理医（40 歳以下）に対して贈られる賞

であり、2015 年（論文は 2014 年発表）は 7 名の応募があり

ました。選考委員会（IAP 日本支部及び、日本病理学会、日

本細胞学会からの推薦委員合計 6 名の投票）にて以下の 2 名

（50 音順）が選出されました。高橋友香先生（岡山赤十字病

院病理診断科）、山田裕一先生（九州大学大学院医学研究院

形態機能病理）。本賞の授賞式は IAP 日本支部主催の教育シ

ンポジウム（2015 年 11 月 7 日於 TKR ガーデンシティー御

茶ノ水）の休憩時間を利用して行われました。日本病理学会、

日本細胞学会からの委員の方々に深謝いたします。

受賞論文

高橋友香（岡山赤十字病院病理診断科）

Clinicopathological analysis of 17 primary cutaneous T-cell 

lymphoma of theγδphenotype from Japan. Cancer Science；

2014；105：912-923.

山田裕一（九州大学大学院医学研究院形態機能病理）

Activation of the Akt-mTOR Pathway and Receptor 

Tyrosine Kinase in Patients With Solitary Fibrous Tumors. 

Cancer；2014： 120：864-876.

左から，金木蘭（Jin Mulan）先生（首都医科大学附属北京朝陽医院病
理科主任・教授），宮園浩平学術集会長，石川雄一学術集会長（IAP日本
支部常任幹事）

10th APSMI-INA-IAP 合同会議に
出席して

2015 年 IAP日本支部病理診断学術
奨励賞の選考結果と授賞について

インドネシア参加者の合同写真

Prambanan Temple　9世紀の遺跡での素晴らしい夕日
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IAP日本支部　2016年理事・役員名簿

会長  加藤　良平

山梨大学医学部人体病理学

前会長  中谷　行雄

千葉大学大学院医学研究院診断病理学

次期会長  吉野　正

岡山大学大学院医歯学総合研究科病理学

（腫瘍病理 / 第二病理）

常任幹事  小田　義直

九州大学大学院医学研究院形態機能病理学

広報担当  森谷　卓也

川崎医科大学病理学 2

教育担当  長尾　俊孝

東京医科大学人体病理学

理事 森谷　卓也

理事  都築　豊徳

名古屋第二赤十字病院病理診断科

理事  廣瀬　隆則

神戸大学大学院医学研究科 ･ 医学部地域連

携病理学

理事  清川　貴子

東京慈恵会医科大学病理学講座

理事  久岡　正典

産業医科大学第 1 病理学

理事  羽賀　博典

京都大学医学部附属病院病理診断科 ･ 病理

部

会計監事  岩下　明德

福岡大学筑紫病院病理部

広報委員会
委員長 森谷　卓也

副委員長 清川　貴子

委員 久岡　正典

教育委員会
委員長 長尾　俊孝 

副委員長 久岡　正典 

委員 羽賀　博典 

委員 廣瀬　隆則 

委員 清川　貴子 

学術奨励賞選考委員会
委員長  石川　雄一

（公財）がん研究会がん研究所病理部

副委員長 都築　豊徳

委員 吉野　正

委員 廣瀬　隆則

委員  内藤　善哉

日本医科大学病理学（統御機構・腫瘍学）

外部委員 （日本病理学会から 1 名）

 （日本臨床細胞学会から 1 名）

Award選考委員会
委員長  松原　修

（公財）がん研究会がん研究所病理部

副委員長  長村　義之

国際医療福祉大学三田病院病理診断セン

ター

委員  岩崎　宏

福岡大学医学部総合医学研究センター

委員  橋本　洋

㈱臨床病態医学研究所

委員 清川　貴子

理事指名委員会
委員長 中谷　行雄

副委員長 松原　修

委員  白石　泰三

三重大学医学研究科腫瘍病態解明学

委員 岩下　明德

委員 森谷　卓也

委員 羽賀　博典

合同会議実行委員会（新設）
委員長 都築　豊徳

副委員長  伊藤　智雄

神戸大学医学部附属病院病理部 ･ 病理診断

科

委員  近藤　哲夫

山梨大学医学部人体病理学

委員  山元　英崇

九州大学大学院医学研究院形態機能病理学

委員  山口　浩

左から吉野次期会長、小田常任幹事、受賞者高橋先生と山田先生、中谷
前会長

2016 年 IAP日本支部
新理事・役員一覧
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東京医科大学人体病理学

委員  南口　早智子

京都大学医学部附属病院病理診断部

臓器別委員 

米国交流委員会（新設）
委員長  Mari Mino-Kenudson

Massachusetts General Hospital, Boston

委員 未定

IAP本部
副会長 松原　修

前会長 牛込　新一郎

前副会長 長村　義之

JDIAP事務局
福岡事務局  常任幹事　小田　義直、秘書　魚返　有里

（九州大学大学院医学研究院形態機能病理

学）

東京事務局 補佐　松原　修、局員　大谷　茉子

京都大学医学部附属病院　病理診断科

羽賀　博典

IAP 日本支部会員の皆様，この度は

理事にご推挙頂き誠にありがとうござ

います。これまで IAP 日本支部には，

長い間にわたって学習や発表の機会を

与えていただくなどお世話になるばか

りでしたが，今後は支部活動を支える側として，特に若い病

理医や病理専攻医のお役に立てるよう，さらに努力してまい

りたいと思う次第です。どうか一層のご指導とお力添えを賜

りますよう，お願い申し上げます。

産業医科大学第 1病理学

久岡　正典

この度 IAP 日本支部の新理事として

の役目を仰せつかりました。先の理事

選では多くの方にご支援を頂き誠にあ

りがとうございました。日本支部の

様々な活動に参加させて頂くことでこ

れまで幾つもの病理診断研修や海外との交流の機会を得、病

理医としての自身の成長にとても有益であったと実感してお

ります。今後は運営を支える側の一人として支部活動に関わ

り、日本の病理学のさらなる発展と国際化に多少とも貢献で

きるように努力していく所存ですので、会員皆様の益々のご

支援とご指導を賜ります様よろしくお願い申し上げます。

中谷行雄会長、石川雄一常任幹事、お二人に対して IAP 日

本支部のために労をいとわずご尽力いただきましたこと、会

員一同にかわりお礼を申し上げたいと思います。

2013 年の 1 月からの新体制で 3 年間務めていただきました。

初仕事はボルチモアの USCAP ヒルトンホテルでの Japan 

Night で、70 名を超す参加者と大盛況でした。加藤良平先生

が会長をされた山梨大学での秋期病理学会、続く病理学教育

セミナーも会場が満員となる大盛況でした。韓国 Busan で、

第 8 回 Asia-Pacific IAP Congress が開催された際に、日本の

若手の病理医の発表を援助したのもお二人の功績です。横山

繁生先生が会長をされた大分での第 13 回日韓合同スライド

カンファレンスも 100 名を超す参加者と大盛況で、韓国の先

生方が別府の地獄を見て興奮されていたことを覚えています。

第 5 回日台合同スライドカンファレンスが 2014 年 10 月に台

北で開催され、大変な歓迎を受けました。紺碧の空と海の沖

縄での病理学教育セミナー、Bangkok での第 30 回 IAP 

Congress、Boston での第 104 回 USCAP、Brisbane で開催

された第 9 回 APIAP、Seoul での第 14 回日韓合同スライド

カンファレンスと思い出は尽きません。

中でも石川先生が会長をされた秋期病理学会に続く病理学

教育セミナーは、御茶ノ水の素晴らしい会場で開催され、ど

この会場も満席で、午前中の教育シンポジウムでは用意した

ハンドアウトがすべて sold out し、受付で怒られる会員の方

もいられました。参加人数は前代未聞のレコードとなりまし

た。

お二人の功績はたくさんあると思いますが、古い体質の

JDIAP を一段と近代化したことが大きいと思います。具体的

には合理的で機能的な事務局を整備したこと、会計をきっち

りしたこと、Homepage を使いやすくしたこと、会費値上げ

をして財政の健全化を図ったこと、シニア会員・ジュニア会

員の新設をしたことなど多くあると思います。本当にありが

とうございました。今後とも IAP 日本支部のためにご助言、

ご協力をお願いします。

日時：2016 年 3 月 12 -18 日

場所：Seattle, WA, USA

新理事の抱負

中谷会長・石川常任幹事
3年間ありがとうございました

Upcoming Meeting

第105回USCAP（Annual meeting of United 
States and Canadian Academy of Pathology）
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3/15（火）17：30 ～ 19：30，Sheraton Seattle Hotel

詳細（会場・会費）は後日 HP や E メールにてお知らせします。

日時：2016 年 4 月 16 -17 日

場所：Prince of Wales Hospital, Hong Kong

内容：Gynecological Pathology

講師： Simon Herrington, Anais Malpica, Glenn McCluggage, 

Esther Olivaobert Soslow

e-mail：HKIAPsecretariat@gmail.com・

日時：2016 年 9 月 25 -29 日

場所：Cologne, Germany 

日時：2016 年 10 月 14（金）-15 日（土）

場所：ウィンク愛知（名古屋市）

大会長：都築　豊徳（名古屋第二赤十字病院病理診断科）

e-mail：tsuzuki@nagoya2.jrc.or.jp

日時：2016 年 11 月 12 -13 日

場所：Prince of Wales Hospital, Hong Kong

内容：Dermatologic and Soft tissue Pathology

講師：Edualdo Calonje, Christopher Fletcher

e-mail：HKIAPsecretariat@gmail.com・

日時：2018 年 10 月 14 -19 日

場所：Amman, Jordan 

日時：2020 年

場所：Glasgow, United Kingdom

2016 年（平成 28 年）会費請求書をお送りしました。本年

より会員種別の創設、会費の改訂が行われます。お手元の請

求金額をお確かめのうえご査収ください。みなさまのご協力

をお願い申し上げます。

なお、任期満了による役員改正に伴い、IAP 日本支部事務

局は 2016. 1. 1 より下記に変更になりました。

＜福岡事務局＞

常任幹事：小田　義直

担当：魚返　有里

〒 812-8582　福岡県福岡市東区馬出 3-1-1

九州大学大学院医学研究院形態機能病理学気付

TEL：092-642-6061　FAX：092-642-5968

Email：fukuoka.office@iapjapan.org

＜東京事務局＞

補佐：松原　修

担当：大谷　茉子

〒 104-0061　東京都中央区銀座 2-14-8 ML1961

TEL：050-5274-8683

Email：tokyo.office@iapjapan.org

IAP日本支部の会員になろう！
IAP 日本支部会員になると…

1． 教育シンポジウムの会員割引

（会員 5,000 円／非会員 8,000 円）

2． スライドセミナーの会員割引

（1 コースあたり会員 10,000 円／非会員 15,000 円）

→教育シンポジウム＋スライドセミナー 2 コースを受講

する場合

会員　入会金・年会費 7,000 円 + 受講料 25,000 円

= 計 32,000 円

非会員　受講料＝ 38,000 円

6,000 円（2 年目以降は 7,000 円）安く受講できます

3． USCAP Journal を会員価格で定期購読

- Modern Pathology, Laboratory Investigation-

1 冊の年間購読料 $99 ～

4．支部・本部の会報　News Bulletin

5． スライドセミナー 3 年経過したものを HP 上でバーチャル

公開（予定）

6． 国際学会の情報取得

（IAP/USCAP/APIAP/AAPIAP/APSMI/ 日韓 ･ 日台合

同スライドカンファランスなど）

* 新たにシニア（終身）・ジュニア（若手）会員を新設します

現会員は一般会員として登録しております。

シニア会員・ジュニア会員の詳細は P.5 をご覧ください。

広報委員会

委 員 長　森谷卓也

副委員長　清川貴子

委　　員　久岡正典

Japan Night を開催します

Spring scientific meeting of the International 
Academy of Pathology，Hong Kong Division

第31回IAP Congress（XXXI International Congress 
of the International Academy of Pathology）

第 6 回日台合同スライドカンファレンス

Fall scientific meeting of the International 
Academy of Pathology，Hong Kong Division

第32回IAP Congress（XXXII International Congress 
of the International Academy of Pathology）

第33回IAP Congress（XXXIII International Congress 
of the International Academy of Pathology）

事務局よりお知らせ


